
入所施設から  
     地域生活を考える… 

社会福祉法人育桜福祉会 
桜の風 
 副施設長・さくら所長 佐野 良 

地域で暮らすまでと 
それからを支える 



育桜福祉会の事業概要 

知的障害・身体障害のある方への支援 
 
施設入所支援     ５０名 
 生活介護      ４０名 
 自立訓練（機能訓練） ６名 
短期入所       １５名 



利用者の声 

 施設開所に向けた準備期間 
入所施設利用者への説明会での一幕 
利用者からの質問… 
 
自動販売機は設置されますか？ 
施設内に売店はできますか？ 
 
当事者にとっては「いかに施設で暮ら
すか…」が焦点 



利用者の声 

 利用者にとって「地域生活」の 
イメージがないのではないか… 
 
 黙っていても3食提供される暮らし 
 買い物は職員に頼めば代行しても
らえる暮らし 
 月に1回ボランティアさんが来て、
500円で髪の毛を切ってくれる暮らし 
 出かけたいときには、職員の見て
いない隙に窓から抜け出す暮らし 



利用者の声 

 利用者にとって「地域生活」の 
イメージがないのではないか… 
 
利用者の地域生活に対する意欲 

 
動機を育むための支援 

(意思決定への支援) 



支援の方向性 

 支援の方向性は 
 

 『施設において』安定して暮らせ
ることを目指す… 

ではなく 
 その一つ一つの支援の先に 
    『地域生活』があるのか… 



Episode:1 鍵の話 

ショートステイご利用のご家族の声 
 
『ここは自動ドアが 
       自動で開くのね…』 
 

このことが意味するモノ 
入所施設では「当たり前」のことが
「当たり前ではない」ことが当たり前
になってしまっているのでは?! 



Episode:2 観葉植物の話 

桜の風 
 玄関ロビーにある

観葉植物 

観葉植物を置いた翌日から 
  毎日毎日投げられてしまう… 
月曜日の朝は、 
  土汚れ＆しなだれた観葉植物 



Episode:2 観葉植物の話 

毎日、掃除をして 
置いておくことを続
け、今は誰も気にし
なくなった！ 

職員の立ち位置が変わった！ 
利用者の反応が変わった！ 



支援の方向性 

水道の元栓を止める?! 
ドアや窓に鍵をかける?! 
洗面所の石けんは隠しておく?! 
 
 入所施設の中で問題が起こらない
ようにするのではなく、当たり前の
環境の中で生活できる力を引き出す
支援 

 



Episode:3 帰省への思い 

ある利用者が、職員が見ていない 
一瞬の間にいなくなってしまった!! 
 
数時間後、長崎警察が保護したと連
絡あり、迎えに来てほしいと… 
 
その人のご両親は長崎県雲仙市在住 



Episode:3 帰省への思い 

施設の対応：迎えにはいかない 
 
家族の言葉：こっちにはお前の仕事はないか

ら、川崎で頑張れ 
 
本人の言葉：桜の風に置いてください 
 
施設の対応：桜の風で頑張りたいのであれば

応援します。 
      「帰省」への思いを支援します。 



Episode:4 長崎帰省Project 

帰省のための 
   貯金計画 

今の到達点を 
視覚的に理解 
楽しみにし、意欲を
維持するための支援 



Episode:4 長崎帰省Project 

お金が貯まったら 
実際に一人で行く
ための支援 



Episode:4 長崎帰省Project 

行程の 
  詳しい確認 



Episode:4 長崎帰省Project 

タバコやクスリ 
 生活上の約束 



Episode:4 長崎帰省Project 

緊急時の 
サポート体制と
その仕掛け 



Episode:4 長崎帰省Project 
いざ! 長崎へ!! 



Episode:4 長崎帰省Project 

いきなりの不安… 



大切にしていること 

 利用者の「課題」を×と指摘する説
明ばかりになってしまう。 
 『問題行動』なのだろうか？ 
 
 正しく行動するために必要な支援は
何か… 
 どうすれば思いに応えられるか… 
 本人の動機を支えるところから丁寧
に… 



大切にしていること 

×を指摘することから 
      ○を支える支援へ… 
 
ストレングスに着目!! 
    皆さんは力を持っていた 
 
ネガティブな表現をポジティブに… 



ご清聴ありがとうございました 


